
てがたんコースではさまざまな種類の植物を⾒ることがで

きます。植物は⼀度根を張った場所から動くことができませ

んが、どうやって住む場所を広げるのでしょうか︖タネをよ

り遠くに⾶ばすための種に隠されたさまざまな⼯夫を観察し

ましょう。

▲⾶ぶタネをつけるモミジの⽊

【12⽉のテーマ】
⾶ぶんだね 不思議だね 種の観察

案内⼈︓伊東茂⼦（⿃の博物館市⺠スタッフ）

⾞や⾃転⾞に注意しましょう。⽔⽥や私有地では、マナーを守って観察しましょう。
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植物たちの種⼦散布

植物は⼀度根を張ると、そこから動くことができま
せん。そのため、さまざまな⼯夫をしてタネを遠く

に⾶ばします。

⾵で⾶ばす(⾵散布)

種に綿⽑や⽻のようなものがついていて、⾵に乗って遠
くに運ばれます。 例: タンポポ、モミジ、キリ

動物が運ぶ(動物散布)

⽔に流される(⽔散布)

はじき⾶ばす(⾃動散布)

落ちる(重⼒散布)

動物が実を⾷べて、どこかでフンをすることで運ばれま
す。また、種が動物の体にくっついて運ばれることもあ
ります。例:ノブドウ、センダングサ、ヒシ

⽔に浮く種が川や海に流されて遠くまで⾏きます。
例:ハス

実が乾燥してはじけると、種がパチンと⾶び出します。
例: ホウセンカ、スミレ、フジ

種がそのまま下に落ちます。動物や⾬によって少しずつ
広がることもあります。 例: ドングリ

キリ シマトネリコ

マユミ セイタカアワダチソウ

フジコナラ
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